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COAR community framework検討タスクフォース

活動報告
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COAR community framework検討タスクフォースとは

概要
• 2021年度に新規設置されたタスクフォース

• COARが作成したリポジトリのフレームワーク ”COAR Community Framework for Good Practices in 

Repositories” を用いて国内の機関リポジトリを評価・分析し、課題の抽出を行う

メンバー（2021年5月現在）
• 吉田 幸苗 国立情報学研究所学術基盤推進部学術コンテンツ課長【運営委員会委員】

• 菅原 光 一橋大学学術・図書部 学術情報課 電子情報係長 【（兼）コンテンツ流通促進作業部会】

• 河合 将志 国立情報学研究所オープンサイエンス基盤研究センター特任研究員 【（兼）コンテンツ流通促進作業部会】

• 南山 泰之 国立情報学研究所オープンサイエンス基盤研究センター特任技術専門員 【（兼）研究データ作業部会】

• 安原 通代 国立情報学研究所学術基盤推進部図書館連携・協力室主任 【（兼）研究データ作業部会】
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Public Version 1. 8 October 2020
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• 既存のリポジトリ評価基準を多角的に分析して要件を抽出したフレームワーク
• リポジトリが適用可能で達成可能な一連のグッドプラクティスを提供
• 現在の運用を評価し、改善することに役立つ
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Ref: OpenAIRE interview: Kathleen Shearer on COAR's newest community framework

https://www.openaire.eu/kathleen-shearer-on-coar-s-newest-community-framework

多様な地域、小規模なリポ
ジトリを含む様々なコミュニ
ティの関係者によって開発
されている

Diversity

特定のコンテンツが持つ性質に
捉われないリポジトリの特徴を
表現している

Content agnostic

各項目は他の推奨基準
やフレームワークによっ

て標準化されている

Standardized

COAR community frameworkの特徴
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タスクフォースの活動紹介
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2020.1
- COAR Good practice 

assessment framework for 

data repositories WG設立

-日本から1名が参加

2020.12
- JPCOARとして日本語訳を公開

http://doi.org/10.34477/0000053

4

-日本語訳の作成を契機に、有志
でCOARフレームワークの活用に
関する議論を開始

2020.10

- WGの成果物として、”COAR 

Community Framework for Good 

Practices in Repositories”公開

https://doi.org/10.5281/zenodo.41108

29

2021.4

- COAR Asia OA 

webinarでの活動紹介

2021.5
TF設置

2020 2021

タスクフォース設置までの経緯



7第23回 図書館総合展 JPCOAR2021：これからのオープンアクセスとJPCOARを考える

日本語訳の公開

http://doi.org/10.34477/00000534
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活動１：COAR community frameworkチェックリストの作成

目的
• フレームワークを用いて、リポジトリの相対的な評価を実施したい

– リポジトリの方向性や戦略を考える際に有用

課題
• フレームワークは機能のあり方を定めており、実現方法には解釈の余地がある

– 国別、地域別に取り得る選択肢は異なる

– 機能の実施レベルを評価できない

アプローチ
• 実務的に判断可能なチェックリスト＋解説を作成する

• 9つの要件から、90のチェック項目を抽出
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https://jpcoar.repo.nii.ac.jp/records/2000087

2021年11月18日公開

チェックリスト本体：
9シート+Legendで構成

1. 発見可能性（31項目）
2. アクセス（11項目）
3. 再利用（10項目）
4. 完全性と真正性（9項目）
5. 品質保証（7項目）
6. センシティブデータ／

プライバシー（4項目）
7. 保存（7項目）
8. 持続可能性とガバナンス（2項目）
9. その他（9項目）

Special thanks:

末田真樹子氏（NII）、大園隼彦氏（岡山大学）、片岡朋子氏（お茶の水女子大学）、岩井雅史氏（信州大学）
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No特性 カテゴリ判定 チェック項目 解説

1

1.1 リポジトリは、高品質なメタデータと統制語
彙（分野ベース、地域ベース、または一般的
な（例：ダブリンコア）メタデータスキーマ）をサ
ポートする 必須 〇

1.1.1 リポジトリは、高品質なメタデータ
作成をサポートする何らかの機能を有
していますか。

メタデータ登録時、何らかのメタデータス
キーマや統制語彙を利用している場合は
「はい」を選択してください。

□ はい
□ いいえ

2

1.1.2 1.1.1で「はい」と回答された場合、
リポジトリのメタデータ作成時に準拠し
ているスキーマやフレームをお知らせ
ください（複数選択可）。
□ JPCOARスキーマ
□ DataCite

□ Dublin Core

□ junii2

□ Learning Object Metadata

□ LIDO

□ SPASE

□ 準拠しているスキーマやフレーム
はない

チェックリストの構成

①Yes/Noによる判定

②“Yes”の根拠となる
業務の確認
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• 特性別に項目の達成度を評価
• 自機関の強み／弱みを可視化できる

チェックリストによる自己評価例

Areas for improvement
2. This is because we have not yet considered the accessibility of the site for

people with disabilities, and the method of publishing large files.

3. Our repository does not support the display of CC licenses and a list of 
recommended file formats, and text and data mining.

5. The text and metadata published in our repository do not allow for external
annotations, comments, and reviews, etc.

6. This answer was given because the research results handled in our
repository are essentially open access and we do not deal with sensitive
data in the repository.

Ref: Development of JPCOAR Checklist and its Trial 
https://jpcoar.repo.nii.ac.jp/records/2000008
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• 4/27 Asia OA seminarでチェックリストの実践について情報共有
• リスト項目を英訳し、COAR Asia参加機関合同のオンラインサーベイを企画中

活動２：COAR Asiaとの連携

https://www.coar-repositories.org/asia-oa/
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今後の展開
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チェックリストを用いたアンケート調査の実施

• 国内機関へ、チェックリストを用いたリポジトリ運用のアンケート調査を実施
• 達成度データを分析し、機関リポジトリの利活用促進に影響を与える運用を把握
• JPCOARの活動計画の策定、COARフレームワークへのフィードバック等に活用


